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(1) 研究対象
旗多様体は、そのWeyl群やルート系のもつ対称性の幾何学的な化身と呼ぶべき重要な varietyで

ある。Hessenberg多様体とは、旗多様体の良い subvarietyの族であり、旗多様体の対称性をある意
味で崩して得られるものである。Hessenberg多様体は、旗多様体を見るだけでは分からない対称性の
外側の視点から、対称性を幾何学的に調べる方法を提供する。私は近年この Hessenberg多様体につ
いて研究しており、対称性に関わりのある多様な分野（特に組合せ論や表現論）と幾何学の関係性を
明らかにしてきた。（図 1の水平方向の矢印を参照）

図 1：Hessenberg多様体と関わり合う多様な分野
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(2) 研究成果
私の近年の最も重要な結果である図 1の平行四辺形について、まずは説明したい。Hessenberg多

様体はルート系の良い部分集合 (lower idealという)と Lie環の元を指定することで定まる。Regular

semisimpleと呼ばれるタイプかつA型（この条件を以降 (∗)で表す）のHessenberg多様体のコホモロ
ジーには対称群が作用しており、これを次数付き表現と見ることができる。その表現が、lower ideal

に対応したグラフの彩色対称関数と呼ばれる重要な対称関数と (involution込みで)一致することが知
られている。この事実 (BrosnanとChowによる)は幾何と組合せ論・表現論を結びつける重要なもの
である。最近、この事実の簡明な別証明を得た（論文 11）。

ここでもう１種類の重要な対称関数を紹介する。それはLLT多項式と呼ばれる対称関数で、物理的
な応用があることで知られている。また、(∗)のHessenberg多様体にはその “双子”と呼ばれる多様体
が存在する。私は、Hessenberg多様体とその双子の関係性が、彩色対称関数と (unicellular) LLT多
項式の関係性と完全に平行であることを発見し、図 1の平行四辺形を確立した（研究業績の論文 8を
参照）。結果として、双子のコホモロジーが (unicellular) LLT多項式と一致することを示した。元々
は個別に研究されてきた 4つの対象がなす見事な対応関係を明らかにした。

また、(∗)の場合に、コホモロジー環が 2次の元で生成されるときの lower idealの特徴付けを与え
(論文 7, 10)、生成元と関係式を明示的に決定した（執筆中）。

また、regular nilpotent Hessenberg多様体のコホモロジー環を lower idealから定まる超平面配置に付
随する組合せ代数を経由することで記述した（論文6）。この結果は旗多様体に関するBorelの結果の一般
化である。これも非常に重要な結果であると考えている。

さらに旗多様体がC, F4, E6型の場合に、その整係数同変コホモロジー環の生成元と関係式の明示
的な記述を決定した（論文 2, 3, 9）。


